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南
音
『
梛
咤
牧
姐
己
』
『
黄
飛
虎
反
五
關
』
に
つ
い
て

広
東
地
方

に
於
け
る

『
封
神
演
義
』
受
容

の

一
側
面

i

角

田

美

和

は
じ
め
に

股
周

の
易
姓
革
命
を
舞
台
に
、
仙
人
と
人
間

の
妖
術
を
用
い
た
戦
闘
を
描
い
た
明
末
の
長
編
小
説

『
封
神
演
義
』

は
、
所
謂
四
大
小

説
程
で
は
な
い
と
し
て
も
、
明
清
時
代
を
通
じ
て
二
十
種
類
以
上
の
版
本
を
有
し
、
現
代
に
於

い
て
も
多
数
の
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ

て
読
み
継
が
れ
て
い
る
江
湖
の
人
気
小
説
で
あ
る
。

そ
れ
故
民
間
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
く
、
文
学
作
品
も
多
数

生
ま
れ
て
い
る
。

筆
者

は
、
去
る

一
九
九
八
年
七
月
、
広
州
市

の
中
山
大
学
に
於
け
る
留
学
期
間

の
終
わ
る
直
前
に
、
北
京
市
に
あ
る
北
京
首
都
図
書

館
を
訪

れ
た
と
こ
ろ
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
た
そ
の

『
封
神
演
義
』
に
取
材
し
た
、
南
音
の
テ
キ
ス
ト

『
梛
咤
牧
姐
己
』

が
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
幸
い
閲
覧
し

コ
ピ
ー
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に

一
九
九
九
年
夏
、
筆
者
は
幸
い
に
も

ア
ジ
ア
太
平
洋
セ

ン
タ
:

の
平
成
十

一
年
度
若
手
研
究
者
研
究
助
成
金
を
受
け
、
広
州
、
香
港
、
台
湾
の
図
書
館
を
巡
り
、
更
な
る
関

連
す
る
資
料
を
得

た
。
以
上
の
経
緯
を
経
て
入
手
し
た
資
料
を
元
に
、
中
国
広
東
地
方

で
行
な
わ
れ
た
説
唱
文
学
の

一
つ
で
あ
る

「
南
音
」
の
中
の

『
封

神
演
義
』

に
つ
い
て
以
下
考
え
た
い
。

さ
て
、

こ
こ
で
南
音
に
つ
い
て
ご
く
簡
単

に
説
明
を
す
る
。
南
音
と
は
、
広
東
地
方
の
特
に
珠
江
三
角
州

一
帯

で
行
わ
れ
た
説
唱
の

一
つ
で
あ
り
、
木
魚
書
と
呼
ば
れ
る
も
の
の

一
種
で
あ
る
。
北
方
の
鼓
詞
、
江
南

の
弾
詞
に
類
し
、
七
言
を
主
体
と

し
た
歌
詞
で
構
成

さ
れ
、
弦
楽
器
を
伴

っ
て
演
奏
さ
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
に
よ

つ
て
は
歌

の
間
に
説
白
が
含
ま
れ
る
も
の
も
あ
る
。
波
多
野
太
郎
氏
は

「華

南
民
間
音
樂
文
學
研
究
-
射
載

「
男
謳
」
」
に
お

い
て
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南
音

『
梛
咤
牧

姐

己
』
『
黄

飛
虎
反

五
關

』

に

つ

い
て

(
角

田
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
八
号

南
音
は
文
人

の
も
の
し
た
文
學
作
品
で
、
詩
句
の
表
現
も
藝
術
的

で
、

メ
ロ
デ

ィ
も
文
雅
な
も
の
で
あ
る
。
形
式

の
鮎
か
ら
言

ふ
と
、
南
音
は
木
魚
よ
り
遥
か
に
短
く
、
木
魚
と
の
相
違
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
詞
句
の
字
数
、
押
絢
の
し
か
た
等
の
鮎
に
な
る

と
、
南
音
と
木
魚

の
違
い
は
な
い
や
う
で
あ
る
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
香
港

で
は
、
椰
胡
、
秦
琴
、
琴
等
弦
楽
器
と
南
音
板
と
呼
ば
れ
る
拍
板
に
よ
る
伴
奏

で
唱
わ
れ
る
。
広

州
市
中

山
大
学
の
黄
天
騨
教
授
が
筆
者

に
語

つ
た
話

に
拠
れ
ば
、
革
命
前
の
広
州
の
家
庭
に
於
て
は
、
無
伴
奏

で
唱

つ
て
楽
し
ん
で
い

た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
現
代
に
於

い
て
、
芸
能
と
し
て
の
南
音
は
、
専
ら
男
劇
に
吸
牧
さ
れ
、
単
独
で
興
行
さ
れ

る
こ
と
は
大
陸
で

は
夙
に
無
く
な
り
、
香
港

に
於
い
て
も
、
今
や
普
遍
的
で
は
な
く
、

一
部
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

筆
者

は
先
の
論
文
に
於
い
て
、
清
代
北
京
で
行
な
わ
れ
た
鼓
詞

『
封
神
演
義
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
、
原
作
で
あ
る

小
説
本
と
比
較
検
討
し
た
。
本
稿

で
は
、
『
封
神
演
義
』

に
取
材
し
た
南
音

の
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
、
併

せ
て
鼓

詞
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
南
音

の
特
徴
を
考
え
た
い
。

一
、

テ

キ

ス

ト

に

つ

い

て
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『
封
神
演
義
』
に
基
づ
い
た
南
音
作
品
と
し
て
、
管
見

の
及
ぶ
所

で
は
、
今

の
と
こ
ろ
以
下
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
尚
、
版
本
所

蔵
地
点

の
後
に
挙
げ
た
番
号
は
、
『
木
魚
書
目
録
』
に
拠
る
。

(
一
)
『
[新
刻
]
初
集
紂
王

』

a
.
梁

培
熾

「
梁
氏
所
藏
所
見
木
魚
書
叙
目
」

⑩O
卜。
雪

未
見

6
巻
6
冊

道
光
十
年

二

八
三
〇
)
秋
鐙

潭
江
間
情
居
士
訂

莞
城

口
口
口
蔵
版

各
巻
首

「口
口
堂
藏
版
」

b
.

マ
レ
ー
大
学
蔵

⑩O
卜。①
①

未
見

三
集
三
冊

道
光
十
年

二

八
三
〇
)

莞
城

出
版
社
欠

(
二
)
『螂
咤
牧
姐
己
』

(図
版
A
参
照
)



a
.
文
伯
華

『
廣
東
唱
本
提
要
』
(ド
イ
ツ
、
B
a
y
e
r
i
s
c
h
e
 
S
t
a
a
t
s
b
i
b
l
i
o
t
h
e
k
蔵

)

HO
OO
ざ

未
見

二
巻

静
観
主
人

広
文
堂

b
.
香
港
大
学
薦
平
山
図
書
館

一〇O
O
詞

上
下
巻
二
冊
、
存
下
巻

静
観
主
人
訂

省
城
五
桂
堂
梓
行

版
式
:
十

一
行

×
七
字

×
三
段

c
.
木
魚
歌
潮
州
歌
叙
録
南
音

HO
OO
刈卜。

未
見

上
下
巻

一
〇
回

以
文
堂

「
省
城
丹
柱
堂
梓
行
」

d
.
大
英
図
書
館
所
蔵

省
城
富
桂
堂
梓
行

版
式

:
十

↓
行

×
七
字

×
三
段

e
.
北
京
首
都
図
書
館
蔵

学
院
前
元
経
堂
梓
行

巻
首

「
省
城
丹
柱
堂
梓
行
」

版
心
:
牧
姐
己

版
式

:
十
三
行

×
七
字

×
四
段

以
上

の
版
本

の
内
、
b
と

e
が
、
筆
者

の
直
接
見
る
こ
と
の
出
来
た
版
本
で
あ
る
。

c
と

e
は
同
じ
丹
柱
堂

の
刻
本
と
い
う
記
述
が

あ
る

こ
と
か
ら
、
同
じ
板
木
と
推
測
さ
れ
る
。
b
と

e
は
板
木
は
全
く
異
な
る
が
、
封
面
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、
b
は

e
を
参
考

に
し
て

新
た

に
彫
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る

(図
版
A
参
照
)。
両
者

の
封
面
は
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
且

つ

「
眞
償
」
と
い

う
印

の
彫
り
等

で
明
ら
か
な
様

に
、
五
桂
堂
の
方
が
稚
拙
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
三
)

[新
刻
全
套
]
黄
飛
虎
反
五
關

[南
音
]

上
下
巻
二
冊

(
図
版
B
参
照
)

a
.

『
中
國
俗
曲
総
目
稿
』

お
O
O霧

広
州

以
文
堂

b
.
傅
斯
年
図
書
館

お
OO
⑩①

広
州
太
平
新
街
分
局
在
第
七
甫

以
文
堂

巻
首

:
省
城
□
□
堂
梓
刻

版
心

:
蹄
周
記

版
式

:
十
三
行

×
七
字

×
四
段

c
.
中
山
大
学
図
書
館
古
籍
閲
覧
室

一b。O
O㊤
刈

広
州
光
復
中
路

以
文
堂

巻
首

:
省
城
□
□
堂
梓
刻

版
心
:
蹄
周
記

版
式

:
十
三
行
×
七
字

×
四
段

d
.
莫
斯
科
国
立
外
文
図
書
館

一b。
OO
⑩
。。

未
見

丹
柱
堂
版

封
面
右
上

「頁
氏
墜
櫻
全
本
」

南
音

『
囁
咤
牧

姐

己
』
『
黄

飛
虎
反

五
關
』

に

つ
い
て

(
角

田
)
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e

中
国
文
学
論
集

第
二
十
八
号

澤
田
氏
旧
蔵

(現
早
稲
田
大
学
風
陵
文
庫
)

巳
O
OΦ
⑩

存
巻
下

丹
柱
堂
版

封
面

「
質
氏
墜
櫻
全
本

黄
飛
虎
反
五
關
蹄
周
記
」

巻
首

:
省
城
丹
柱
堂
梓
刻

版
心
:
蹄
周
記

版
式
:
十
三
行

×
七
字

×
四
段

こ
の
う
ち

a
の

『
中
國
俗
曲
総
目
稿
』

は
中
央
研
究
院
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
b
の
所
属
も
台
湾

中
央
研
究
院

で
あ

り
、
書
誌
も
同
じ
こ
と
か
ら
、
拠

つ
た
版
本
は
同

一
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
筆
者
が
直
接
見
た
b
と

c
は
封
面
の
デ
ザ
イ

ン
が
異
な

る
他
は
、
全
く
同
じ
版
本
で
あ

っ
た
。

e
は
写
真
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
丹
柱
堂
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
本

で
あ
り
、
b
と

c
の
板
木
は
そ
の

書
躍
が
削
ら
れ
た
同

一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
四
)
姐
己
懸
紂
王

一
珊

鉛
印

余
瑞
珊
編
輯

華
興
書
局

孫
中
山
文
献
館

(広
州
)
蔵

右

に
挙
げ
た
も
の
の
内
、
(
一
)
は
年
代
が
道
光
十
年

(
一
八
三
〇
年
)
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『
木
魚
書
目
録
』
に
著
録

さ
れ

る
木
魚
書
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
お

い
て
、
年
代
が
明
示
さ
れ

て
い
る
最
も
早
い
例

で
あ
る
。
(
二
)
も
、

a
に
挙
げ
た

『廣
東
唱

本
提
要
』
は

一
八
四
〇
年
ま
で
蒐
集
さ
れ
た
も
の
を
牧
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
道
光
年
間
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ

う
。
尤
も

(
一
)
の
テ
キ
ス
ト
は
残
念
な
が
ら
全
く
未
見
で
あ
り
、
(
二
)
も
ド
イ

ッ
に
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
未
見
で
あ
る
。

今
後
機
会
が
あ
れ
ば
参
照
し
た
い
。
(
三
)
は
下
巻
末
に

「
紂
王
木
魚
」
と
あ
る
点
か
ら
、
(
一
)
と
の
関
連
性
も
窺
え
る
が
、
不
明
で

あ
る
。

冒
頭
に

「
武
成
王
蹄
周
全
套
」
と
あ
る
外
は

一
切
即
目
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
程
度

の
長
さ
の
木
魚
書
に
は
大
抵
即
目

が
付

け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
或

い
は
少
し
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
(
四
)
に
つ
い
て
は
、
鉛
印

で
あ
る

こ
と

と
、
封
面
に
、
「
娯
樂
不
忘
救
國
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
抗
日
戦
争
期
の
発
行

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
著
者
の
余
瑞
珊
は
、

こ
の

他
に
も
何
本
か
南
音

の
テ
キ
ス
ト
に
名
前
が
見
ら
れ
る
。
内
容
は
、
(
三
)
に
較

べ
て
語
句
を
少
し
変
え
て
い
る
外

は
、
ほ
ぼ
同
文
で

あ
る
が
、
誤
字
も
多

い
。
但
し

(
三
)
の
テ
キ
ス
ト
に
な
い
即
目
を
補

い
、
読
者
の
便
を
図

っ
て
い
る
。
光
緒
年
間

か
ら
戦
後

一
九
七

二
年

に
至
る
迄
、
精
力
的
に
南
音

の
テ
キ
ス
ト
の
発
行
を
続
け
て
い
た
五
桂
堂
の
、
戦
後
出
版
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
南
音

の
テ
キ
ス
ト

巻
末

の
目
録
に
は
、
(
二
)
と

(
三
)
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。
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『
木
魚
書
目
録
』

に
よ
る
と
、
「丹
柱
堂
」
は
省
城
第
七
甫
に
所
在
し
、
封
面
に
記
載
が
あ
る
も
の
六
四
例
、
版
本

に
記
載
が
あ
る
も

の
五
〇

例
が
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
盛
ん
に
出
版
活
動
を
し
た
書
躍
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
元
経
堂
」
は
モ
ス
ク

ワ
国
立
外
文
図
書
館
所
蔵

の

一
例
の
み
が
著
録
さ
れ
、
そ
の
所
在
は

「省
城
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
版
本
も
板
木
は

「
丹
柱

堂
」
を
使
用
し
て
い
た
と
あ
る
。
北
京
首
都
図
書
館
本
に
よ
り
、
さ
ら
に

「
元
経
堂
」
は

「学
院
前
」
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
学

院
は
、
『
廣
州
府
志
』
(光
緒
五
年
刊
)
の
城
内
地
図
に
拠
れ
ば
、
広
州
市
城
内
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
。

木
魚
書
は
主
に
清
代
、
民
国
時
代
を
通
じ

て
盛
ん
に
テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
た
。
戦
後
の
五
桂
堂
の
書
目
に
は
、

一
番
多

い
も
の
で

八
十
五
種
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
木
魚
書
を
刊
行
す
る
書
店
が
多
数
存
在
し
た
時
代
に
は
当
然
そ
の
何
倍
も
の
作
品
が
上
梓
さ
れ
て
い

た
で
あ

ろ
う
と
推
測
さ
れ
、
或

い
は

『
封
神
演
義
』

に
取
材
し
た
作
品
も
、
他
に
多
数
あ

つ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
今
日
直
接

手
に
と

っ
て
見
る
こ
と
の
で
き
る
テ
キ
ス
ト
は
、
『
梛
咤
牧
姐
己
』
及
び

『
黄
飛
虎
反
五
關
』
と
そ
の
別
版
本
の
み

で
あ
る
の
で
、
こ

れ
を
手
掛
り
に
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

に
踏
み
込
ん
で
検
討
し
た
い
。

一
一、
『
那
咤
牧
姐
己
』
の
故
事
と
そ
の
改
編
に
つ
い
て
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ま
ず

は

『
螂
咤
牧
姐
己
』
の
内
容
を
、
小
説
本
と
比
較
検
討
す
る
。
(即
目
ご
と
に
、
対
応
す
る
内
容
を
持

つ
小
説

の
回
数
を

〔

〕

内
に
記

す
。
ま
た
即
目
に
は
便
宜
上
、
通
し
番
号
を
ふ
る
。
)

〈
上
巻
〉

1
.
御
駕
回
宮
1ー
敗
戦
の
連
続
を
歎
く
紂
王

に
姐
己
等
三
妃
が
出
陣
を
奏
上
す
る
。
〔
九
六
〕

2
.
饅
別
三
妃
11
紂
王

が
三
妃

一
人

一
人

に
酒
を
勧
め
て
別
れ
の
宴
を
行
な
う
。
〔九
六
〕

3
.
軍
師
議
敵
U
三
妃
は
妖
術

で
兵
馬

・
大
蛇
等
を
出
し
周
軍
を
攻
撃
す
る
。
ま
た
故
郷
よ
り
妖
人
を
呼
び
寄
せ
宴
を
張
る
。
姜
子
牙

は
応
戦

の
手
配
を
す
る
。
〔
九
六
〕

4
.
喩
螢
散
塞
11
妖
人
は
股
の
宮
廷
を
も
荒
ら
し
な
が
ら
周
軍
を
攻
撃
す
る
。
周
軍
は
郡
咤
等
が
術
を
使

っ
て
応
戦
、
勝
利
す
る
。
三

妃
は
捕
え
ら
れ
、
助
命
を
請
う
。
〔
九
六
〕

南
音

『
梛

咤
牧

姐

己
』
『
黄

飛
虎
反

五
關

』

に

つ
い

て

(角

田
)
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5
.
鮮

妖
回
螢
11
三
妃
が
弁
明
し
て
い
る
所

へ
女
蝸
が
現
わ
れ
反
論
す
る
。
〔九
七
〕

〈
下
巻
〉

6
、
妖
精
乞
救
日
姐
己
は
蘇
門
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
拠
り
所
に
し
て
、
な
お
も
弁
明
す
る
が
、
姜
子
牙
は
反
駁
し
、

死
刑
を
命
じ
る
。

〔
九
七
〕

7
.
斬
牧
姐
己
11
姜
子
牙
自
身
が
法
術

で
姐
己
を
斬

る
。
紂
王

は
そ
れ
を
知
り
、
歎
き
悲
し
む
。
〔
九
七
〕
周
軍
の
攻
撃
。
紂
王

と
姜

子
牙
、
互

い
に
非
難
す
る
。
〔
九
五
〕

8
.
実
祭
妖
頭
11
紂
王

は
三
妃
の
葬
式
を
執
り
行
い
歎
き
悲
し
む
。
〔
九
七
〕

9
.
紂
王

自
焚
11
姜
子
牙
は
紂
王

を
十
罪
を
挙
げ
て
弾
劾
す
る
。
〔
九
五
〕
紂
王

は
自
焚
す
る
。
〔
九
七
〕

10
.
周
朝

一
統
日
国
号
は
周
と
改
め
ら
れ
、
姜
子
牙
は
斉
王
に
封
じ
ら
れ
る
。
封
神
や
紂
王

の
葬
儀
も
行
な
わ
れ
、

天
下
万
民
平
和
を

享
受
す
る
。
〔
一
〇
〇
〕

以
上
、
粗
筋
を
大
ま
か
に
述
べ
た
が
、
故
事
そ
の
も
の
は

『
封
神
演
義
』

の
第
九
六
回
と
第
九
七
回
の
展
開
を
基

本
的
に
忠
実
に
な

ぞ

っ
て
い
る
も
の
の
、
原
作
で
あ
る
小
説

の
詩
文
は

一
切
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
全
て
七
言
を
中
心
と
す
る
韻

文
で
あ

っ
て
、
説

白
も
用

い
ら
れ
て
い
な
い
。

題
名

は

「
梛
咤
牧
姐
己
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
「
楡
螢
赦
塞
」
で
姐
己
を
捕
え
る
の
は
梛
咤

一
人
で
は
な
く
、
又

「斬
牧
姐
己
」
に

於
い
て
、
実
際
に
姐
己
を
斬

つ
た
の
は
太
公
望
姜
子
牙
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
に
な

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
「
妖
精

乞
救
」

に
於

い
て
姜
子
牙
は
、
姐
己
が
狐
の
妖
怪
で
あ
る
と
告
発
し
、
楊
散

・
嚇
咤

・
雷
震
子
に
死
刑
を
監
督
さ
せ

る
が
、
実
は
原
作

に
於

て
は
楊
散

・
章
護

・
雷
震
子
の
組
み
合
わ
せ
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り

『
梛
咤
牧
姐
己
』
は
、
梛
咤
が
登
場
す

る
機
会
を
わ
ざ
わ

ざ
増
多

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
世
に
於
け
る
梛
咤
の
認
知
度
が
高
い
為
に
、

こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル

に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ

て
、
以
下
に
主
な
改
編
を
挙
げ
る
。
「御
駕
回
宮
」
に
於
い
て
は
、
紂
王

と
姐
己
達

三
妃

の
別
れ
の
宴

の
描
写

が
増
え
て
い
る
。

こ
こ
に
は
姐
己
、
琵
琶
精
、
維
鶏
精

の
三
妃

一
人

一
人
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
行
な
う
様
が
仔
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
作
で
は
姐

己
と

の
会
話
の
み
記
さ
れ
て
お
り
描
爲
の
密
度
が
異
な
る
。
「軍
螢
議
敵
」

で
は
、
原
作
で
は
三
妃
自
身

で
戦
い
に
臨
む
が
、
こ
こ
で
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は
三
妃

が
妖
術

で
以
て
戦
力
を
増
強
す
る
。
「
実
祭
妖
頭
」
は
、

三
妃
を
殺
さ
れ
悲
し
み
極
ま

っ
た
紂
王

が
、

三
妃

一
人

一
人
に
焼
香

し
、
酒

を
捧
げ
な
が
ら
述
懐
す
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
面
は
、
原
作
に
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
以
下
具
体

的
に
例

を
挙
げ
て
示
す
。

紂
王

大
驚
、
忙
随
左
右
宙
官
、
急
上
五
鳳
櫻
観
看
、
果
是
三
后
之
首
。
紂
王

看
罷
、
不
豊
心
酸
、
涙
如
雨
下
、
乃
作
詩

一
首
以
弔

之
、
詩

日
:

玉
埣
香
消
實
可
憐
、
嬌
容
雲
髪
壼
高
懸
。
奇
歌
妙
舞
今
何
在
?
覆
雨
翻
雲
立見
柾
然
。

鳳
枕
已
無
藏
玉
日
、
鴛
裏
難
再
彿
花
眠
。
悠
悠
此
恨
情
無
極
、
日
落
槍
桑
又
萬
年
。

話
説
紂
王

吟
罷
詩
、
自
嵯
自
歎
、
不
勝
傷
感
。

(『
封
神
演

義
』
第
九
七
回
)

譯)
(姐
己
達
三
妃
の
計
報
を
聞

い
て
)
紂
王

は
大
変
驚
き
、
慌
て
て
側
近
や
宙
官
を
連
れ
て
、
急

い
で
五
鳳

楼
に
登

つ
て
見
て

み
る
と
、
や
は
り
三
妃
の
首
級
で
あ

っ
た
。
紂
王

は
見
お
わ
る
と
、
思
わ
ず
心
が
辛
く
な
り
、
涙
が
濫
れ
た
の
で
、
詩
を

一
首
作

っ

て
、
こ
れ
を
弔

つ
た
。
詩
に
い
う
:

玉
埣
け
香
り
消
え
る
は
真
に
憐
れ
む
べ
し
、
嬌
容
雲
髪
侭
く
高
懸
せ
ら
る
。

奇
歌
妙
舞
今
何
く
に
か
在
ら
ん
?
雨
覆

い
雲
翻
り
寛
に
柾
然
た
る
。

鳳
枕
已
に
玉
を
蔵
す
る
日
無
し
、
鴛
裏
再
び
花
眠
を
払

い
難
し
。

悠
悠
た
る
此
恨
情
極
ま
る
こ
と
無
し
、
日
落
ち
て
槍
桑
又
万
年
な
り
。

さ

て
紂
王

は
詩
を
吟
じ
お
え
る
と
、
自
然
に
溜
息
が
出
、
悲
し
み
に
た
え
な
か
つ
た
。
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忽
見
宮
人
凶
信
報
、
…
紂
王

回
言
眞
定
假
、
…
龍
目
酒

々
泪
雨
淋
。
大
聲
叫
　
妻
妹
、
可
憐
三
個
死
得
難
辛
。
妻
啄
昨
旦
三口詞
猶
在

耳
、
誰
曉
今
朝
就
喪
魂
。
料
想
身
戸
無
濱
濱
、
必
定
沙
場
五
馬
分
。
清
明
掛
畠
蹄
何
庭
、
三
陰
無
路
去
完
墳
。
三
嬌
共
作
刀
頭
鬼
、

叫

吾
豊
不
痛
肝
心
。
望
妹
陰
盛
蹄
故
群
、
携
吾
地
府

一
齊
行
。
夫
妻
同
到
黄
泉
憩
、
閻
王
個
庭
把
冤
伸
。
紂
王

実
得
如
痴
酔
、
吹

髪
氣
死
好
刀
匂
。

(「
斬
牧
姐
己
」
)

南

音

『
梛
咤

牧
姐

己
』

『
黄

飛
虎
反

五
關

』

に

つ
い
て

(
角

田
)
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(
譯
)
不
意

に
宮
人
の
凶
報
を
告
げ
る
の
に
あ

っ
た
、
…
紂
王

は
言
葉
を
返
し
て
言

っ
た

「
そ
れ
は
き

っ
と
嘘
だ
」
、
…
目
に
は
涙
を

し
と
ど
に
浮
か
べ
、
大
声

で
妻
よ
と
叫
ん
だ
。
「
可
愛

い
三
人
は
死
ん
で
辛

い
目
に
あ

っ
た
、
妻
よ
昨
日
の
言
葉

は
ま
だ
耳
に
残

っ

て
お
る
の
に
、
誰
が
今
朝
魂
を
失
う
と
分
か

っ
て
い
よ
う
か
。
想
う
に
死
体
は
葬
ら
れ
る
こ
と
無
く
、
き

っ
と

処
刑
場
で
五
匹
の

馬
に
引
き
裂
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
、
こ
の
よ
う
で
は
清
明
節

に
畠
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
で
魂
は
何
処

へ
帰
る
の
や
ら
、

三
人
の
魂
は

墓

へ
行
く
路
も
な
く
、
三
美
人
共
に
刀
頭
鬼
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
、
私
を
し
て
心
を
痛
め
せ
し
め
ざ
る
を
え
な

い
、
ど
う
か
妻

の

霊
魂
よ
古
巣

へ
戻
り
、
私
と
共
に
冥
府

へ
行

っ
て
く
れ
。
夫
婦
が
共
に
黄
泉

で
憩
う
の
で
あ
れ
ば
、
閻
魔
大
王

の
と
こ
ろ
で
も
想

い
は
伸
び
る
で
あ
ろ
う
。
紂
王

が
働
実
す
る
様
は
酔

っ
ぱ
ら

つ
て
い
る
か
の
よ
う
、
鼻
息
は
激
し
か

っ
た
。

そ
こ

で
見
か
ね
た
宣
官
、
宮
女
の
薦
め
で
、
三
妃
の
葬
式
を
執
り
行
う
こ
と
に
す
る
。

紂
王

聴
罷
臨
毫
祭
、
検
手
低
頭
禮
拝
沐
。
我
係
當
今
商
紂
王

、
特
來
祭
萸
妹
妻
魂
。
香
初
上

自
傷
乎
、
妻
冴
休
亦
孤
時
我
亦
孤
、

我
有
漏
肚
苦
情
難
壷
訴
、
夫
婦
折
散
在
中
途
、
嘆
我
嗜
能
將
侮
顧
、
至
此
三
妃
鮮
血
染
謹
抱
、
我
身
作
帝
王
難
保
婦
、
冤
要
訴

前
世
修
悟
到
、
妻
冴
黄
泉
路
上
尋
齊
夫
、
三
妹
恩
情
猶
未
息
、
韓
生
休
爲
家
主
我
爲
奴
。

(「
契
祭
妖
頭
」
)

(
譯
)
紂
王

は
聴
き
終
わ
る
と
台
に
向
か

つ
て
祭
り
、
手
を
袖

の
中
に
入
れ
頭
を
低
く
し
て
礼
拝
し
た
:
私
は
商

の
紂
王

で
あ
る
、

わ
ざ
わ
ざ
妻

の
魂
を
祭
る
も
の
で
あ
る
。
第

一
番
目
の
香
を
上
げ
る
に
悲
し
い
こ
と
よ
、
妻
よ
あ
な
た
が
独
り
な
ら
私
も
亦
独
り

で
あ
り
、
私
は
胸

一
杯

の
苦
し
い
気
持
ち
を
抱
え
訴
え
尽
す
こ
と
も
難
し
い
。
夫
婦
が
途
中

で
離
れ
離
れ
に
な
り
、
私
は
あ
な
た

を
振
り
向
か
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
な
げ
か
わ
し
い
。
こ
こ
に
三
妃
の
血
に
染
ま

っ
た
証
拠
の
衣
服
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
身

は
帝
王
で
あ
れ
ば
婦
人
を
保

つ
こ
と
は
難
し
い
が
、
想
い
を
訴
え
た
い
、
前
世

で
修
め
ら
れ
な
か

っ
た
と
、
妻
よ
黄
泉
路

で
夫
を

尋

ね
る
こ
と
が
あ

っ
て
、

三
妃
の
恩
情
が
ま
だ
終
わ

っ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
転
生
後
は
あ
な
た
が
主
人
と
な
り
私
を
奴
隷
と
し

て
下
さ
い
。

一126一

 

こ
の
よ
う
な
調
子
で
、
紂
王

は
香
を
三
本
焚
き
、
酒
を
三
杯
祭

っ
て
想

い
を
訴
え
る
の
で
あ
る
。
則
ち
、
姐
己
達

の
三
妃
計
報
を
聞



い
た
紂
紂
王の
描
写
に
於
い
て
、
実
に
執
拗

に
細
か
く
紂
王

の

「歎
き
」
日

「
情
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

物
語
の
前
半
の
饅

別
の
宴

に
於

て
も
、
同
じ
よ
う
に
酒
を
初
杯
、
二
杯
と
掲
げ
な
が
ら
、
情
を
訴
え
る
と
い
う
手
法
を
用
い
て
お
り
、

こ
の
様
に
呼
応
す

る
描
写

や
、
そ
の
長
さ

・
深
さ
に
よ
り
、
紂
王

の

「愛
情
」
は
、

一
層
際
立
ち
、
戦
闘
場
面
以
上
に
よ
く
描
か
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
以
上
の
様
な
紂
王

の
描
き
方
は
、
前
回
取
り
上
げ
た
鼓
詞

『
封
神
演
義
』

に
は
な
く
、
ま
た
原
作

で
あ
る
小
説

『
封
神

演
義
』

に
於

て
も
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
極
め
て
興
味
深

い
。
鼓
詞

『封
神
演
義
』
に
於
い
て
、
新
た
に
独
自
に
挿
入
さ
れ

て
い
た
場
面
は
あ
く
ま

で
戦
闘
故
事
で
あ
り
、
特
に
紂
王
が
追
い
つ
め
ら
れ
る
最
後
部
は
、
殆
ど
原
文
の
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
、

力
点

の
置
き
方
が
全
く
異
な
る
こ
と
は
、

一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
鼓
詞

『
封
神
演
義
』
中

の
同
場
面
を
挙

げ
る
。

昏
君
聴
罷

一
席
話
、
大
海
崩
舟
驚

一
蹄
。
逼
歩
慌
忙
往
外
走
、

五
鳳
櫻
前
閃
目
観
。
賄
見
了
、
三
妖
首
級
汗
上
掛
、
不
由

一
陣
好

酸

:
「
休
在
深
宮
居
禁
院
、
急
屡
周
螢
命
染
泉
?
這
就
是
、
上
天
有
意
將
朕
滅
。」

(車
王
府
曲
本
鼓
詞

『
封
神
演
義
』

第
二
百
十
八
本
)

(
譯
)
馬
鹿
皇
帝
は
話
を
聴
き
終
え
る
と
、
非
常

に
驚
い
た
。
慌

て
て
外

へ
走
り
、
五
鳳
楼
の
前
で
目
を
凝
ら

し
た
。
見
れ
ば
、

三
人
の
妖
怪
の
首
級
が
軒

に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
不
意

に
苦
し
く
な

っ
た
。
「
あ
な
た
は
宮
殿
奥
深
く
に
い
た

の
に
、
ど
う
し
て

周
軍
の
陣
営

で
命
を
落
と
す
の
だ
ろ
う
?
こ
れ
は
、
天
が
私
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
」
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こ
の
よ
う
に
極
簡
単
に
述

べ
ら
れ
、
ま
た
、
紂
王

や
姐
己
の
呼
称
も

「
昏
君
」
「
三
妖
」
と
、
蔑
称
が
用
い
ら
れ
、
『
梛
咤
牧
姐
己
』

の
呼
称
と
は
異
な
り
、
寧
ろ
小
説
の
記
述

に
近
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ

の
他

の
留
意
す
べ
き
改
変
に
つ
い
て
簡
単
に
述

べ
る
。
「
紂
王
自
焚
」

は
、
原
作
で
は
第
九
七
回
に
相
当
す
る
が
、

こ
こ
に
第
九

十
五
回

で
な
さ
れ
て
い
た
、
姜
子
牙
が
紂
王

の
十
罪
を
挙
げ
て
彼
を
弾
劾
す
る
場
面
が
、
新
た
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
読
者

へ
の
糾
弾
の
説
明
の
為
に
こ
こ
に
挿
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
こ
の
間
紂
王

に
つ
い
て
い
る
近
従

の
名
前
が
原

作
で
は

「朱
昇
」

な
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
何
故
か

「
楊
栄
」

に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら

に

「
周
朝

一
統
」
に
於

て
は
封
神
の
外
に
、
原
作

で
は
全
く
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
紂
王

の
葬
式
が
、
新
た
に
挿

入
さ
れ
て
い
る
。

南

音

『
梛
咤

牧
姐

己
』

『
黄

飛
虎
反

五
關

』

に

つ
い

て

(角

田
)
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ま
た
封

神
榜
の
リ
ス
ト
は
全

て
省
か
れ
て
い
る
。

『
螂
咤
牧
姐
己
』
を
通
し
て
読
む
と
、
周
側
の
武
将
達
の
記
述
よ
り
む
し
ろ
姐
己
と
紂
王

の
宴
会
や
葬
儀
等
の
場

面
が
大
幅
に
増
え

て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
作
品
を
、
即
目
に
沿

っ
て
十
分
す
る
と
、
太
公
望
姜
子
牙
を
中
心
と
す
る
周
の
故
事

は
、
3
.

「軍
師

議
敵
」

10
.

「
周
朝
一
統
」

の
二
回
分
し
か
描
写
さ
れ
ず
、
4
.

「
楡
螢
敷
塞
」
5
.

「鮮
妖
回
螢
」
6
.

「
妖
精
乞
救
」

に
於
け
る

周
軍
も
、
あ
く
ま
で
姐
己
達
と
の
戦

い
を
通
し
て
描
写
し
て
あ
る
の
で
あ

つ
て
、
残
り
の
五
割

の
物
語
の
展
開
の
軸

と
な
る
も
の
が
、

紂
王

と

三
妃
に
あ

っ
て
周
の
武
将
達
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
作
品
を
、
紂
王

の
愛
情
物
語
で
あ
る
と
、
大

き
く
特
徴
付
け
て

い
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
う
い
つ
た
改
変
は
、
股
周
革
命
に
於
け
る
戦
争
を
軸
に
、
妖
怪
や
仙
人
が
己
の
術
を

競

っ
て
戦

い
合
う
内
容
を
持

つ

『
封
神
演
義
』
の
受
容
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
極
め
て
特
異
な
改
変
を
行
な

っ
て
い
る
作
品
と
位
置
付

け
ら
れ

よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
先
の
論
文
で
と
り
あ
げ
た
鼓
詞

『
封
神
演
義
』

に
お
い
て
独
自
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
戦
闘

故
事
で
あ
る
こ
と

や
、
最
後

の
部
分
で
は
主
に
小
説
の
語
句
を
使

つ
て
省
略
し
な
が
ら
描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
較
べ
て
、
甚
だ
対
照
的

で
あ
る
。
単
純

に

二
百

二
十
本

の
長
編
で
あ
る
鼓
詞

『
封
神
演
義
』
と
比
較
す
る
こ
と
は
軽
率

で
あ
ろ
う
が
、
方
向
性
や
趣
向
と
い
う
点
を
考
、兄
る
な
ら

ば
、

こ
の
よ
う
な
違

い
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
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三
、
『黄
飛
虎
反
五
關
』

の
故
事
と
そ
の
改
編
に
つ
い
て

次

に
、
『
黄
飛
虎
反
五
關
』
(以
下

『
反
五
關
』
と
略
す
)
の
故
事
と
そ
の
改
編
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
黄
飛
虎
と
は

『
封
神
演
義
』

の
主
要

人
物

の

一
人
で
あ
る
。
元
々
彼
は
股
の
武
成
王

(
大
将
軍
)
で
あ
る
が
、
妻
と
妹
を
紂
王

に
よ

っ
て
亡
く
し
た
後
、
反
乱
を
興

し
、
股

の
五
つ
の
関
所
を
破

っ
て
周
に
亡
命
し
、
周
の
武
成
王
に
封
じ
ら
れ
て
、
周
の
為

に
活
躍
す
る
と
い
う
人
物

で
あ
る
。

こ
の
亡

命
迄

に
つ
い
て
を
描
写
す
る
の
が
、

こ
の
物
語
で
あ
る
。
原
作
に
は
即
目
が

一
切
つ
い
て
い
な
い
が
、
粗
筋
を
追
う
の
に
便
利
な
の
で
、

同
じ
内

容
を
持

つ

『
姐
己
懸
紂
王

』

の
即
目
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
即
目
ご
と
に
、
通
し
番
号
を
付
け
、
対
応
す

る
内
容

を
持

つ
小
説
の
回
数
を

[

〕
内
に
記
し
、
(

)
内
に
は
大
き
な
改
変
を
注
記
し
た
。



〈
上
巻
〉

妖
怪
設
計
日
黄
飛
虎
を
恨
み
に
思
う
姐
己
は
彼
の
妻
頁
夫
人
を
害
そ
う
と
企
み
、
紂
王

に
彼
女
の
素
晴
ら
し
さ
を
訴
え
、
宮
中
に

招
き
入
れ
よ
う
と
す
る
。
〔
三
〇
〕

假

言
結
拝
日
姐
己
は
言
葉
巧
み
に
賞
夫
人
を
摘
星
楼

へ
誘
導
す
る
。
〔
三
〇
〕

姑
捜
墜
縷
日
姐
己
の
好
計
に
よ
り
摘
星
楼

で
紂
王

に
迫
ら
れ
た
質
夫
人
は
楼
閣
よ
り
身
を
投
げ
て
自
殺
す
る
。
事

の
仔
細
を
知

っ

た
黄
飛
虎
の
妹
黄
妃
は
、
抗
議

に
行
き
紂
王

に
殺
さ
れ
る
。
〔
三
〇
〕

大
齪
朝
綱
日
黄
飛
虎
は
反
乱
を
起
こ
し
第

一
関
門

へ
行
く
。
〔
三
〇
〕

姐
己
懲
紂
王

ほ
姐
己
紂
王

を
誘
惑
し
て
天
下
泰
平
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
。
〔
無
〕

青

龍
關
取
日
黄
飛
虎
、
第

一
関
門
で
あ
る
青
龍
関

(原
作

:
臨
撞
関
、
守
将
は
張
鳳
)
の
守
将
陳
桐
を
破
る
。

〔
二
=

〕

假
降
遊
魂
ー1
黄
飛
虎
、
第

二
関
門
で
あ
る
遊
魂
関

(原
作

:
穿
雲
関
、
第
三
関
門
の
故
事
)
の
守
将
陳
梧
の
陰
謀

に
は
ま
り
、
危

う
く
な
る
と
こ
ろ
を
賞
夫
人
の
霊
魂

の
助
言
で
事
無
き
を
得
る
。
〔
三
二
〕

夢
關
破
難
日
第
三
関
門
で
あ
る
催
夢
関

(原
作
:
渥
関
、
第

二
関
門
の
故
事
)
の
守
将
徐
方

(原
作

:
陳
桐
)
の
火
龍
標
に
よ
り
、

黄
飛
虎
ら
は
殺
さ
れ
る
。
〔
三

一
〕

〈
下
巻
〉

下

山
救
父
11
玉
鼎
真
人
の
命

に
よ
り
黄
飛
虎
の
息
子
の
黄
天
化
援
助

に
駆
け

つ
け
、

父
等
を
、
生
き
返
ら
せ
、

徐
方
を
破
る
。

〔
三
二
〕

犯
水
大
職
日
第
四
関
氾
水
関

(第
五
関
門
)
の
守
将
韓
栄
の
子
供
韓
変

・
韓
昇
兄
弟

の
秘
密
兵
器
火
輪
車

(原
作

:
万
刃
車
)
で

黄
飛
虎
は
追
い
つ
め
ら
れ
る
が
、

一
道
人
の
援
助
で
事
無
き
を
得
る
。
〔
七
六
〕

誘

父
投
降
日
滝
関

(原
作

:
界
牌
関
、
第
四
関
門
)
の
守
将
は
黄
飛
虎

の
父
黄
漠
で
あ
る
が
、
始
め
黄
飛
虎
の
反
齪
を
非
難
し
戦

お
う
と
す
る
が
、
王
明

(原
作

:
黄
明
)
の
計

に
陥
り
、
共
に
亡
命
す
る
こ
と
に
な
る
。
〔
三
三
〕

余
化
弄
術
日
中
軍
の
将
軍
余
化

(
原
作

:
氾
水
関
守
将
韓
栄
の
部
下
)、
落
魂
旛

(原
作

:
鐵
魂
旛
)
で
黄
飛
虎

一
家
を
捕
え
る

〔
三
三
〕。

南

音

『
螂
咤

牧
姐

己
』

『
黄

飛
虎

反

五
關
』

に

つ
い
て

(
角

田

)
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螂

咤
下
山
11
太
乙
真
人
の
命
に
よ
り
梛
咤
が
助
け
に
現
わ
れ
、
余
化
は
破
れ
、
黄
飛
虎

一
家
事
無
き
を
得
る
。
〔
三
四
〕

成

王
蹄
周
日
黄
飛
虎

↓
家
は
無
事

に
西
岐
に
到
着
し
、
亡
命
す
る
。
果
た
し
て
周
は
朝
歌
と
は
異
な
り
万
民
が
安
心
し
て
暮
せ
る

平
和
な
土
地
で
あ

つ
た

〔
三
四
〕。

以
上
粗
筋
を
ざ

っ
と
逐

っ
て
み
た
が
、
重
要
な
改
変
は
や
は
り
黄
飛
虎
の
五
関
破
り
に
関
す
る
部
分
で
あ
ろ
う
。

こ
の
部
分
は

『
三

國
演
義
』
第

二
七
回

「美
髭
公
千
里
走
軍
騎
、
漢
壽
侯
五
關
斬
六
將
」

に
あ
る
、
関
羽
の
五
関
破
り
の
影
響
を
受
け

て
出
来
た
と
思
わ

れ
る
、

一
つ
の
大
き
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、

こ
の
段
だ
け
独
立
し
て
戯
曲
に
も
な

っ
て
い
る
、
『
封
神
演
義
』
の
中

で
も
比
較
的
有

名
な

一
段
で
あ
る
。
こ
の

『
反
五
關
』

に
於
い
て
は
、
大
ま
か
な
展
開
は
原
作
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
仔
細

に
見
れ
ば
、
故
事
を
入
替

え
た
り
関

の
名
前
や
順
番
を
変
え
る
な
ど
、
異
な
る
部
分
は
多

い
。
以
下
に
改
変
箇
所
を
指
摘
す
る
。

ま
ず

は
巻
頭
に
於

い
て
、
姐
己
が
質
夫
人
を
誉
め
る
修
辞
を
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
黄
飛
虎
が
反
乱
を
起
す
に
至

っ
た
経
緯
を
よ
り

綿
密
に
述

べ
て
い
る
。
次
に
黄
飛
虎
等
が
朝
歌
を
出
る
と
き

に
、
股
の
大
将
軍

で
あ
る
聞
大
師
や
、
そ
の
他

の
関
門

の
守
将
等
に
取
囲

ま
れ
て
危
機
に
陥
る
と
こ
ろ
を
、
清
虚
道
徳
真
君
の
助
け
で
難
を
逃
れ
る
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
全
て
除
か
れ
た
構
成

と
な

つ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
反
省
を
す
る
紂
王

に
、
姐
己
が
紂
王

は
正
し
い
と
口
先
三
寸
で
丸
め
込
む
と
い
う
、
姐
己
の
狡
猜
さ
を
強
調

す
る

エ
ピ
ソ
ー

ド
が
増

加
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
変
更
は
物
語
を
聞
く
上
で
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
為

の
細
か
な
改
変
と
い
え
よ
う
。

こ
の
作
品
に
於

い
て
最
も
改
変
著
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
物
語
の
主
軸
と
な
る
黄
飛
虎

の
五
関
破
り
で
あ
る
。
ま
ず
第

一
関
門
は
全

て
異
な
る
。
そ
こ
の
守
将
は
黄
飛
虎

に
賛
同
す
る
自
分
の
部
下
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
黄
飛
虎
自
身

の
手
で
勝
負

を

つ
け
、
黄
飛
虎
等
の
強
さ
を
強
調
す
る
描
写
と
な

っ
て
い
る
。

関
名

の
変
更
に

つ
い
て
、
こ
こ
で
纏
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

『
封
神
演
義
』
日
臨
渥
関
↓
演
関
↓
穿
雲
関
↓
界
牌
関
↓
氾
水
関

『
反
五
關
』
日
青
龍
関
↓
遊
魂
関
↓
催
夢
関
↓
氾
水
関
↓
渥
関

『
封
神
演
義
』

に
於
け
る
関
門
突
破
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
前
半
に
於

て
は
黄
飛
虎

に
よ

つ
て
、
後
半

に
於
て
は
周
軍
に
よ

っ
て
と

二
度
用

い
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
前
半
と
後
半
で
は
関
門
は
異
同
が
あ
る
。
『
反
五
關
』

の
変
更
に
つ
い
て
は
、

こ
の
原
作

『
封
神
演
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義
』
後

半
部
分
に
お
け
る
、
周
軍
が
朝
歌
に
攻
め
上
る
時
の
関
門
名
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
以
下
に
挙
げ
る
。

『
封
神
演
義
』
後
半
日
青
龍
関

・
佳
夢
関

・
氾
水
関
↓
界
牌
関
↓
穿
雲
関
↓
渥
関
↓
臨
滝
関
↓
遊
魂
関

『
反

五
關
』

の
催
夢
関
は
佳
夢
関
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
が
、
『封
神
演
義
』

で
は
青
龍
関
と
と
も
に
黄
飛
虎

に
関
わ

っ
て
登
場
す
る
。

遊
魂
関
も
第
九
三
回
で
周
軍
に
奪
取
さ
れ
る
関
門
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
突
破
さ
れ
る
描
写
は
原
作
後
半
部
分
に
集
中
し

て
い
る
。
更
に
、

第
三
関

門
催
夢
関

の
守
将
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
南
音
の
作
者

の
苦
心
が
窺
え
る
。
第

一
関
門
青
龍
関
に
、
原
作
で
は
第

二
関
門
の
守

将

で
あ
る
陳
桐
を
持

っ
て
き

て
、
次
の
関
門
陳
桐

の
弟
の
陳
梧
に
繋
げ
る
と
い
う
工
夫
を
し
た
が
為
に
、
第
三
関
門

の
守
将
を
新
た
に

用
意

せ
ば
な
ら
ず
、

こ
こ
に

「徐
方
」
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
原
作
に
於

い
て
、
「徐
芳
」
は
第

七
三
、
七
四
回
に
登
場
す
る
穿
雲
関

の
守
将
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
は
名
前
を
持

っ
て
き
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
武
器
や
戦
い
方

は
全
く
異
な
り
、
原
作

の
陳
桐
の
そ
れ
と
同
じ
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。
次
の
第
四
関
の
韓
栄
親
子
の
戦
い
に
於
て
の
変
更
は
著
し
い
。

原
作

に
於
て
は
、
韓
栄
は
こ
の
場
面

で
は
あ
ま
り
活
躍
せ
ず
、
周
軍
が
攻
め
上

っ
て
来
る
時
に
戦
う
。
第
四
関

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
原

作
第

七
六
回
の
も
の
を
持

つ
て
き
た
こ
と
に
な
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
韓
栄
と
の
戦
い
を
完
壁
に
終
ら
せ
て
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

描
写
範
囲
に
な
い
話
も
寄
せ
集
め
る
こ
と
で
、
物
語
に
完
結
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
改
変
の
実
態
を
追

っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

一
つ
の
物
語
で
纏
め
る
為
の
、
合
理
的
な
変
更
と
見
倣
せ
る
箇
所
が
多
々
み
ら

れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
改
変
は
読
者

に
便
宜
を
図
る
為
の
も

の
で
あ

っ
て
、

こ
こ
に
新
し
い

『
封
神
演
義
』
世
界
の
創
造
を
見
て
取
る

こ
と
は
難
し
い
。
原
作
の
延
長
線
上
に
あ

つ
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
纏
め
た
作
品
と
言
え
よ
う
。

と

こ
ろ

で
、
『
梛
咤
牧
姐
己
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
全
く
別

々
に
成
立
し
た
作
品
と
見
倣
し
て
構
わ
な

い
で
あ
ろ
う
。
何

故
な
ら
ば
、
『
曜
咤
牧
姐
己
』
に
は
、
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西
岐
姜
尚
今
爲
齪
、
統
領
諸
侯
各
到
臨
。
打
破
頭
關
残
氾
水
、
韓
榮
父
子
共
蹄
明
。

(
繹
)
西
岐
の
太
公
望
姜
子
牙
は
今
や
乱
を
お
こ
し
、
諸
侯
を
統
括
し
て
各
々
臨
む

に
到

っ
た
。
第

一
関
門
は
打
破
し
て
氾
水
関

を
残
す
、
韓
栄
父
子
は
共

に
も
う
死
ん
で
し
ま

っ
た
。

(「
御
駕
回
螢
」
)

南
音

『
囑

咤
牧

姐

己
』

『
黄

飛
虎

反

五
關
』

に

つ
い

て

(
角

田
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
八
号

と
あ
り
、
韓
栄
親
子
は
、
周
軍

の
攻
撃

に
よ

っ
て
戦
死
し
て
い
る
の
は
原
作

の
通
り
で
あ
り
、
『
反
五
關
』

の
中
で
の
黄
飛
虎
と
韓
栄

と
の
戦
闘
場
面
の
挿
入
は
、
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
更

に
は
、
即
目
の
有
る
無
し
と
い

っ
た
形
式
の
点
、
物
語
の
改

変
の
趣
向

の
違
い
な
ど
も
こ
の
見
方
を
補
強
す
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

『
曜
咤
牧
姐
己
』
と

『
黄
飛
虎
反
五
關
』
を
読
み
比
べ
る
こ
と
で
、
南
音
作
品
は
、
『
封
神
演
義
』

の
語
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
で

は
な
く
、
其
の
ほ
と
ん
ど
を
七
言
で
語
り
、
且

つ
内
容
も

一
本

一
本
の
中
で
完
結
す
る
よ
う
に
、
原
作
を
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
書

い
て

い
る
と

い
う
こ
と
が
明
確
に
な

っ
た
と
思
う
。

こ
れ
は
鼓
詞

『
封
神
演
義
』

の
前
半
が
、
独
自
に
挿
入
し
た
戦
闘
故
事

の
外
は
、
前
半

後
半
を
通
し
て
ほ
と
ん
ど
原
作
に
忠
実

に
、
時
に
は
小
説

の
詩
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
語

っ
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
鼓
詞
二

百
二
十
本
と
、
こ
の
上
下
巻
の
分
量
し
か
な
い
南
音
を
比
べ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
無
理
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
本

の
物
語
の
完
結

性
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
南
音
の
作
品
の
方
が
、
よ
り
完
成
度
の
高

い
も
の
と
言

つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
全

て
の
改
編
が
物
語

の
構
成

に
無
理
な
く
機
能
し
て
い
る
様
は
、
鼓
詞
の
テ
キ
ス
ト
に
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
鼓
詞
の
前
半
と
後
半

で
は
矛
盾
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
先
の
論
文
で
触
れ
た
。
こ
の
事
は
テ
キ
ス
ト
の
成
立
過
程
が
違
う
事
を
示
唆
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
鼓
詞
の
テ
キ
ス

ト
は
講
釈
師
の
口
吻
を
そ
の
ま
ま
写
す
か
の
様
な
、
地
の
部
分
が
所

々
に
見
ら
れ
た
。
ま
さ
に
目
の
前
で
講
釈
師
が
語

っ
て
い
る
の
を

聴

い
て
い
る
か
の
よ
う
な
リ
ア
ル
な
ラ
イ
ブ
感
覚
が
味
わ
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
前
半
と
後
半

で
作
り
手
が
異
な
る
形
跡
も
見
ら
れ
、

複
数

の
手
に
よ
り
作
ら
れ
た
物
語
で
あ
る
可
能
性
も
高

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南
音
は
完
結
し
て
い
る
歌
詞

で
あ
り
、
講
釈
師
の
息
遣

い
は
殆
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
の
事
か
ら
現
存
す
る
南
音

の
テ
キ
ス
ト
は
、

一
人
の
文
人
が
辞
句
を
練
り
、
書
き
下
ろ
し
た
歌
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
は
し
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
に
著
者

の
嗜
好
す
る
も
の
や
、
読
者

に
便
宜
を
図
る
た
め
の
も
の
が
、

右

で
見

て
き
た
よ
う
な
改
編
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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註

「華
南
民
間
音
樂
文
學
研
究
ー

射
載

「男
謳
」」
ー

」
『
横
濱
市
立
大
學
紀
要

人
文
學
第
八
篇
中
國
文
學
』
第
八
号

一箋
刈

梁

培
熾

氏

『
南

音
與

磐

謳
之

研
究

』

(
奮

金

山
州

立
大
學

民

族
學

院

亜
美

研
究
學

系

出

版

一
Φ
○。
。。
)

に
拠

れ

ば
、

民

国
時
期

に
歯
万
劇

の
改

革

が
行

わ
れ
、

地
方
色

が
強

ま

っ
た
際
、

「
南
音

二
流
」

「
流
水
南

音
」

等
、
叙

情
曲

調
と

し

て
男

劇

の
音

楽

に
取
り

入
れ
ら

れ

た
と

い
う
。

香
港

の
テ

レ
ビ
番
組

か

ら
南
音

が

消

え
た

の
は

一
九

七
〇
年

で
あ
り
、

そ

の

テ
キ

ス
ト

の
出
版

に
精

力
的

だ

っ
た

五
桂
堂

は

一
九

七

二
年

に
廃

業

し
た
。

現
在

香
港

で
南
音

の

テ
キ

ス
ト
を
発

行
し

て

い
る

の
は
陳
湘

記
書

局

で
あ

る
が
、

作
品
数

は

二
五
種

と

大
幅

に
減
少

し

て

い
る
。

拙
稿

「清
蒙
古
車
王
府
曲
本
鼓
詞

『封
神
演
義
』
に
つ
い
て
ー

封
神
故
事
の
演
攣
に
関
す
る

一
考
察
」
『
九
州
中
國
學
会
報
』
第
三
六

号

一㊤
Φ
○。

稲

葉
明

子

・
金

文
京

・
渡

辺
浩

司
共

編

『
木
魚

書

目
録
』
好

文
出

版

一
㊤
㊤
q

笠
井
直
美

「
大
英
図
書
館
所
蔵
所
見
通
俗
文
学
書
抄
ー

木
魚
書
を
中
心
に
ー

」
『
中
国
古
典
小
説
研
究
』
第
二
号

一㊤⑩①

香
港

大
学

亜
州

研
究

中
心
所

蔵

『
新

刻
羅

卜

挑
経
救

母
全
本
』

巻
末

目
録

等
参

照
。

五
桂

堂

の

目
録

は
テ

キ

ス
ト

に
よ
り
、

総
数

が

異
な

る

の
で
、
『
牧

姐
己
』

と

『
反

五
關

』

は
、

八
十
種

以
上

掲
載

さ
れ

て
い
る

目
録

に
見

ら

れ
、

六
十
種

程

度

の
目
録

に
は
掲

載

さ
れ

て

い

な

い
。
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※

こ
の
小

文
は
、

ア
ジ

ア
太

平
洋

セ

ン
タ

ー
平
成

十

一
年
度

若
手

研
究
者

研

究
助

成
金

に
よ
る
成

果

の

一
部

で
あ

る
。

ま

た
、

資
料

閲
覧

に
あ
た

り
、
中

山
大

学

図
書
館

、
孫

中

山
文
献

館
、

台
湾

中
央

研
究

院
傅

斯
年

図
書

館
、

早
稲

田
大

学

図
書
館

に
多

大

に
お

世
話

に
な

っ
た
。

こ

こ
に
記

し

て
謝
意

を

表
わ

し
た

い
。

南
音

『
螂
咤
牧

姐

己
』
『
黄
飛

虎
反

五
關
』

に

つ
い
て

(
角

田
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
八
号

(
図
版

A
)

(
二
)
e
ー
北
京
首

都

図
書
館

蔵
本

(
一
一
)
b

.
香

港
大

学

凋
平
山

図
書

館
蔵
本
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(
図

版

B
)

(
三

)
e
.
澤

田
氏
旧

蔵
本

(
現

早
稲

田
大
学

風
陵

文
庫

蔵

)

(
三

)
b
.
傅

斯
年

図
書

館
蔵
本

(
三

)
c
.
中

山
大

学
図

書
館

蔵
本
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南
音

『
嘱
咤

牧
姐

己
』

『
黄

飛
虎

反

五
關

』

に

つ
い

て

(
角

田
)


